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第
五
六
回
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ

小
沼　

孝
博　

　

第
五
六
回
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ
（
日
本
ア
ル
タ
イ
学
会
）
は
、
二

〇
一
九
年
七
月
一
二
日
（
金
）
〜
一
五
（
月
）
に
長
野
県
野
尻
湖
畔

の
藤
屋
旅
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
特
徴
は
、
四
三
名
の
参
加
者

中
、
初
参
加
の
者
が
約
三
分
の
一
を
占
め
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
こ
数

年
少
な
か
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
や
イ
ス
ラ
ー
ム
、
及
び
人
類
学
に
関
す

る
報
告
が
増
え
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
参
加
者
に
よ
る
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を
記
す
。
以
下
、

「
今
年
」
と
は
二
〇
一
九
年
、「
昨
年
」
と
は
二
〇
一
八
年
を
指
し
、

昨
年
の
ク
リ
ル
タ
イ
以
降
に
活
字
化
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
業
績
を

紹
介
す
る
。
副
題
と
書
籍
等
の
編
者
名
・
出
版
年
は
原
則
と
し
て
省

略
し
た
。

　

飯
田
和
佐
（
九
州
大
D
）
は
、
族
譜
を
利
用
し
た
元
末
明
初
の
鄕

村
社
会
を
研
究
。
広
島
大
学
史
学
研
究
会
や
九
州
史
学
会
な
ど
で
研

究
報
告
を
行
っ
た
。
飯
山
知
保
（
早
稲
田
大
）
は
モ
ン
ゴ
ル
時
代
華

北
で
勃
興
し
た
「
先
塋
碑
」
の
分
析
を
中
心
に
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
が

親
族
概
念
や
系
譜
編
纂
の
あ
り
方
に
与
え
た
影
響
を
論
じ
た
英
文
専

著
を
書
き
上
げ
、
刊
行
を
待
つ
。
井
黒
忍
（
大
谷
大
）
は
女
真
完
顔

部
と
非
女
真
系
集
団
と
の
関
係
を
考
察
し
た
「
女
真
と
胡
里
改
」
を

『
金
・
女
真
の
歴
史
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
（
ア
ジ
ア
遊
学
二
三
三
）』

（
勉
誠
出
版
、
以
下
『
金
・
女
真
』）
に
執
筆
。
伊
藤
一
馬
（
大
阪
大
）

は
昨
年
九
月
に
中
国
陝
西
省
で
唐
〜
宋
代
駅
伝
ル
ー
ト
の
調
査
を
実

施
。
単
著
で
「
北
宋
太
祖
・
太
宗
期
の
内
外
軍
事
情
勢
と
軍
事
指
揮

官
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
九
）
を
、
飯
山
ら

と
共
著
で “R

ecent Japanese Scholarship on the M
ulti-State O

rder 
in East Eurasia from

 the Tenth to Thirteenth C
enturies ”

（Journal 
of Song-Yuan Studies 4 7

）
を
執
筆
。
牛
根
靖
裕
（
立
命
館
大
）
は

八
月
に
立
命
館
東
洋
史
学
会
大
会
で
「
金
元
交
代
期
に
お
け
る
司
候

司
に
つ
い
て
」
を
口
頭
発
表
。
永
良
（
神
戸
大
M
）
は
内
モ
ン
ゴ
ル

で
史
料
調
査
を
実
施
し
、
ラ
マ
旗
に
関
す
る
修
士
論
文
を
準
備
中
。

大
楠
晋
也
（
南
砺
市
役
所
）
は
飛
び
入
り
参
加
。
二
〇
一
七
年
度
に
、

一
五
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
で
用
い
ら
れ
た
中
国
起
源
の
称
号
に
関
す
る

修
士
論
文
を
北
海
道
大
に
提
出
し
た
。
岡
洋
樹
（
東
北
大
）
は
昨
年

九
月
に
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
歴
史
・
考

古
学
研
究
所
等
と
国
際
会
議
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
遊
牧
民
の
歴
史
的
道
程
」

を
開
催
。
ま
た
、“ The M

obility of M
ongolian B

anner Subjects in 
the M

id-Q
ing Era”

（M
em

oirs of the Research D
epartm

ent of the 
Toyo Bunko 7 6

）
を
執
筆
し
、Sacred M

andates: Asian Interna-

一
九
三
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第
三
号

tional R
elations since C

hinggis K
han

（T
he U

niversity of 
C

hicago Press

）
で
は
清
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治
に
関
す
る
部
分
を
担

当
。
小
倉
智
史
（
東
京
外
大
）
は
二
年
ぶ
り
の
参
加
。
こ
の
間
に
学

会
・
調
査
の
た
め
海
外
へ
一
三
回
出
張
す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
。

“
Persian H

istoriography of K
ashm

ir during the Ǧ
ahāngīr Period 

I: The Intiḫāb-i Tārīḫ-i K
ašm

īr”

（『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化

研
究
』
九
六
）、「
カ
シ
ミ
ー
ル
史
料
に
お
け
る
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ハ
イ

ダ
ル
」（『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
八
八
）
ほ
か
、
論
文
・
報
告
多
数
。

小
沼
孝
博
（
東
北
学
院
大
）
は
今
年
三
月
に
約
半
年
間
の
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
に
お
け
る
在
外
研
究
よ
り
帰
国
。「
清
末
ホ
ヴ
ド
地
区
に
お
け

る
清
朝
統
治
の
再
編
と
カ
ザ
フ
人
」（『
東
北
学
院
大
学
論
集 

歴
史
と

文
化
』）
ほ
か
、
英
語
論
文
一
本
・
漢
語
論
文
一
本
を
刊
行
。
オ
ユ
ン

エ
ル
デ
ネ
（
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
M
）
は
神
戸
大
に
交
換
留
学
生
と
し

て
滞
在
。
二
〇
世
紀
初
め
の
モ
ン
ゴ
ル
の
政
治
組
織
に
関
す
る
研
究

を
志
す
。
恩
海
船
（
オ
ン
＝
ダ
ラ
イ
）（
滋
賀
県
立
大
D
）
は
ヒ
ン

ガ
ン
盟
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
文
献

と
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
両
面
か
ら
研
究
。
久
保
田
和
男
（
長
野
高
専
）

は
、
従
来
の
開
封
都
城
史
研
究
の
成
果
を
も
と
に
、
南
宋
・
遼
・
金
・

元
の
都
城
空
間
の
比
較
研
究
を
推
進
中
。
そ
の
成
果
を｢

「
五
代
十
国
」

と
南
郊
儀
礼
」（『
東
方
学
』
一
三
七
）、「
二
度
の
開
封
陥
落
と
中
心

性
の
移
動
」（『
歴
史
評
論
』
八
三
〇
）、「
大
元
ウ
ル
ス
の
都
城
空
間

と
王
権
儀
礼
を
め
ぐ
っ
て
」（『
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
五

三
）
と
し
て
刊
行
。
小
池
翔
平
（
龍
谷
大
D
）
は
清
代
の
馬
政
や
熱

河
承
徳
の
政
治
機
能
に
関
心
を
も
ち
、
龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
大

会
で
「
明
清
時
代
に
お
け
る
馬
政
の
変
遷
」
を
口
頭
発
表
。
寇
溪
潔

（
蘭
州
大
M
）
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
・
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
を
学
び
つ
つ
、

一
九
五
〇
年
代
の
新
疆
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
農
地
改
革
に
つ
い
て
研
究

中
。
ブ
レ
ン
ソ
ド
（
斉
英
）（
内
蒙
古
師
範
大
）
は
東
北
大
に
訪
問
学

者
と
し
て
一
年
間
の
予
定
で
滞
在
。
近
年
、
ハ
ラ
チ
ン
に
お
け
る
清

朝
支
配
や
社
会
組
織
の
実
態
解
明
を
め
ざ
す
論
考
を
多
数
発
表
。
坂

本
直
人
（
大
阪
大
M
）
は
唐
代
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
墓
葬
文
化
に
関
す

る
卒
論
を
書
き
、
今
年
度
か
ら
大
学
院
に
進
学
。
塩
谷
哲
史
（
筑
波

大
）
は
今
回
か
ら
世
話
人
に
加
わ
る
。
ニ
コ
ラ
イ
一
世
期
ロ
シ
ア
帝

国
の
ア
ジ
ア
外
交
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、“ The 

Treaty of G
hulja R

econsidered: Im
perial R

ussian D
iplom

acy 
tow

ard Q
ing C

hina in 1851”

（Journal of Eurasian Studies 10.2

）

を
執
筆
。
設
樂
國
廣
（
立
教
大
名
誉
教
授
）
は
、
ト
ル
コ
共
和
国
大

使
館
で
「
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
時
代
の
日
本
と
の
関
係
」
と
題
す
る
講
演

を
行
っ
た
。
ま
た
、
故
護
雅
夫
氏
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
大
学
で
行
っ
た

古
代
ト
ル
コ
史
の
講
義
録
が
ト
ル
コ
語
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。

白
川
紘
惟
（
筑
波
大
D
）
は
社
会
文
化
史
学
会
大
会
で
「
清
代
嘉
慶

期
初
頭
に
お
け
る
清
朝
の
対
青
海
チ
ベ
ッ
ト
人
政
策
」
を
口
頭
発
表
。

新
免
康
（
中
央
大
）
は
「
中
国
新
疆
に
お
け
る
歴
史
書
『
東
方
五
史
』

の
「
ア
ル
テ
ィ
・
シ
ャ
フ
ル
」
章
に
つ
い
て
」（『
中
央
大
学
ア
ジ
ア

一
九
四
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史
研
究
』
四
二
）
を
執
筆
。
ま
た
、
小
沼
・
ブ
ロ
ー
フ
ィ
ー
と
と
も

に
論
集 Xinjiang in the C

ontext of C
entral Eurasian Trans-

form
ations

（TB
R

L  2 0

）
を
編
集
・
刊
行
。
菅
原
純
（
蘭
州
大
）
は

六
年
ぶ
り
の
参
加
。
新
疆
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
文
書
研
究
を
続
行
中
。

今
年
三
月
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
で
開
催
さ
れ
た
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
新
疆
省
時
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
に
お
け
る
和
解
（sulḥ

）
に

つ
い
て
口
頭
発
表
。
杉
山
清
彦
（
東
京
大
）
は
「
ジ
ュ
シ
ェ
ン
か
ら

マ
ン
ジ
ュ
へ
」（『
金
・
女
真
』）
を
執
筆
。『
悪
の
歴
史
：
東
ア
ジ
ア

編
下
／
南
・
東
南
ア
ジ
ア
編
』（
清
水
書
院
）
で
は
、「
ヌ
ル
ハ
チ
」

な
ど
清
朝
の
五
皇
帝
の
項
目
を
担
当
。
鈴
木
宏
節
（
神
戸
女
子
大
）

は
、「
ゴ
ビ
沙
漠
：
南
北
の
モ
ン
ゴ
ル
を
つ
な
ぐ
」（『
歴
史
学
研
究
月

報
』
七
〇
九
）
を
執
筆
。
昨
年
の
内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
で
「
突
厥
ヒ

ル
ギ
シ
ー
ン
＝
オ
ボ
ー
碑
文
と
八
世
紀
前
半
の
ハ
ン
ガ
イ
山
脈
南
麓
」

を
口
頭
発
表
。
錢
穎
（C

olum
bia U

niversity

）
は
早
稲
田
大
に
訪
問

学
者
と
し
て
短
期
滞
在
中
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
画
を
中
心
に
メ

デ
ィ
ア
研
究
を
専
門
と
す
る
。D

avid B
rophy

（U
niversity of 

Sydney

）
は
近
世
・
近
代
の
新
疆
〜
中
央
ア
ジ
ア
の
神
秘
主
義
教
団

や
聖
者
伝
に
つ
い
て
研
究
し
、“ C

onfusing B
lack and W

hite”

（Late 
Im

perial C
hina 3 9

）
等
を
発
表
。
聖
者
伝 Tadhkira-yi Azīzān 

の
英

訳
刊
行
を
準
備
中
。
寺
尾
萌
（
首
都
大
D
）
は
二
〇
一
四
〜
二
〇
一

七
年
に
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
た
め
モ
ン
ゴ
ル
国
に
滞
在
。
モ
ン
ゴ
ル

の
接
客
技
法
や
歓
待
実
践
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
、「
蒸
留
乳
酒
シ
ミ
ン

ア
ル
ヒ
と
モ
ン
ゴ
ル
の
接
客
技
法
に
関
す
る
一
考
察
」（『
社
会
人
類

学
年
報
』
四
四
）
等
を
発
表
。
中
井
勇
人
（
東
京
大
D
）
は
女
真
〜

満
洲
人
が
明
や
朝
鮮
に
包
摂
さ
れ
て
い
く
過
程
を
研
究
。
満
族
史
研

究
会
大
会
で
「
マ
ン
ジ
ュ
国
家
に
お
け
る
葬
送
と
支
配
」
を
口
頭
発

表
。
ま
た
、
東
京
大
学
の
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館
の
設
立
支
援
者
と
し

て
満
洲
語
史
料
の
整
理
・
公
開
に
携
わ
る
。
長
瀬
篤
音
（
北
海
道
大

M
）
は
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
末
期
の
歴
史
、
特
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
政
権
に

つ
い
て
研
究
し
、
修
士
論
文
の
完
成
を
目
指
す
。
長
峰
博
之
（
小
山

高
専
）
は
一
八
年
ぶ
り
の
参
加
。
カ
シ
モ
フ
＝
ハ
ン
国
の
カ
ー
デ
ィ

ル
＝
ア
リ
ー
＝
ベ
グ
の
テ
ュ
ル
ク
語
史
書
『
集
史
』
に
つ
い
て
再
考

し
た“

Ещ
е раз о сочинении К

ады
р-А

ли-бека

（《Д
ж

ами ат-
таварих/С

борник летописей

》）”

（Золот
оорды

нское 
обозрение 7.1

）
を
執
筆
。
中
村
篤
志
（
山
形
大
）
は
昨
年
度
前
半

期
に
モ
ン
ゴ
ル
国
で
共
同
研
究
に
従
事
。
清
代
〜
一
九
三
〇
年
代
の

モ
ン
ゴ
ル
国
の
駅
站
・
隊
商
路
に
つ
い
て
、
公
文
書
以
外
に
、
現
地

で
の
聞
き
取
り
調
査
や
ド
ロ
ー
ン
撮
影
を
用
い
た
手
法
で
研
究
を
進

展
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
共
著
論
文
「
清
代
モ
ン
ゴ
ル
の
フ
レ
ー
以
南

一
四
駅
站
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
三
四
）

と
し
て
公
表
。
中
村
和
之
（
函
館
高
専
）
は
「
元
・
明
時
代
の
女
真

（
直
）
と
ア
ム
ー
ル
河
流
域
」（『
金
・
女
真
』）
を
執
筆
。
ま
た
、
北

海
道
に
流
入
し
た
ガ
ラ
ス
玉
や
銅
銭
に
つ
い
て
文
理
融
合
型
の
研
究

を
実
施
し
、『
函
館
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
五
三
号
に
共
著
論
文

一
九
五
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六
編
を
発
表
。
那
日
蘇
（
ナ
ル
ス
）（
神
戸
大
D
）
は
蒙
疆
政
権
に

お
け
る
軍
事
組
織
の
構
成
要
素
を
研
究
。
萩
原
守
（
神
戸
大
）
は
「
清

代
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
犯
罪
者
の
捕
獲
期
限
」（『
法
制
史
研
究
』
六

八
）
を
執
筆
し
、
捕
獲
期
限
を
定
め
た
『
理
藩
院
則
例
』
条
文
の
起

源
が
『
唐
律
』
ま
で
遡
れ
る
こ
と
を
指
摘
。
舩
田
善
之
（
広
島
大
）

は
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
定
住
民
地
域
に
対
す
る
拡
大
と
統
治
」（『
史

学
研
究
』
三
〇
〇
）、「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
漢
語
文
書
史
料
に
つ
い
て
」

（『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
三
三
）
等
を
執
筆
。
昨
年
度
か
ら
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
南
北
交
通
の
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ
た
。

堀
川
徹
（
京
都
外
大
名
誉
教
授
）
は
中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
法

廷
文
書
の
整
理
作
業
に
従
事
。
滋
賀
銀
行
の
文
化
講
座
は
二
〇
〇
回

目
前
。
前
野
利
衣
（
学
振
特
別
研
究
員SPD
）
は
昨
年
八
月
に
ビ
シ
ュ

ケ
ク
で
開
催
さ
れ
たPIA

C

（
常
設
国
際
ア
ル
タ
イ
学
会
）
で
、

“
Succession System

 of the K
halkha-M

ongol K
hans in the 17th 

C
entury”

を
口
頭
発
表
。
同
年
度
に
東
京
大
よ
り
博
士
号
を
取
得
。

松
下
憲
一
（
愛
知
学
院
大
）
は
魏
晋
南
北
朝
史
、
特
に
北
魏
を
専
門

と
す
る
。「
隋
の
煬
帝
は
な
ぜ
ヨ
ウ
ダ
イ
と
読
む
の
か
」（『
史
朋
』
五

〇
）
を
執
筆
。
宮
脇
淳
子
（
東
洋
文
庫
研
究
員
）
は
一
一
年
ぶ
り
に

PIA
C

へ
参
加
し
、“ The K

yrgyz People in the D
zungar Em

pire”

を
口
頭
発
表
。
一
年
間
で
『
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
』（
刀
水
書
房
）
の
増

補
新
版
、『
世
界
史
の
な
か
の
蒙
古
襲
来
』
な
ど
六
冊
の
著
作
を
刊

行
。
ま
た
、
再
来
年
に
お
け
るPIA

C

の
日
本
招
致
計
画
を
ア
ナ
ウ
ン

ス
。
村
上
信
明
（
創
価
大
）
は
松
筠
の
満
文
著
作
を
分
析
し
た
「
清

朝
中
期
に
お
け
る
旗
人
エ
リ
ー
ト
の
「
旗
人
」
意
識
と
「
中
国
化
」」

（『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
三
一
）
を
刊
行
。『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
近
代
外

交
史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
で
「
清
朝
と
ハ
ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
お
よ

び
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
」
と
「
理
藩
院
」
の
項
目
を
担
当
。
山
本
明
志
（
大

阪
国
際
大
）
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
＝
ベ
ッ
ク
ウ
ィ
ズ
『
ユ
ー
ラ
シ

ア
帝
国
の
興
亡
』（
筑
摩
書
房
）、
白
石
典
之
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
誕
生
』

（
講
談
社
）
の
新
刊
紹
介
を
、
そ
れ
ぞ
れ
『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
と

『
史
学
雑
誌
』
に
執
筆
。
楊
曦
晨
（
筑
波
大
D
）
は
一
九
世
紀
中
葉

露
清
関
係
と
奕
山
の
外
交
交
渉
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
。
和
崎
聖

日
（
中
部
大
）
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
人
類
学

者
で
、
近
年
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
現
代
的
意
義
に
関
心
を
注
ぐ
。「
マ

フ
ル
の
是
非
を
め
ぐ
る
知
識
人
の
ま
な
ざ
し
」（『
社
会
主
義
的
近
代

と
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
家
族
1
』
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア

地
域
研
究
研
究
所
）
を
執
筆
。

　

続
い
て
研
究
報
告
の
概
要
を
述
べ
る
。
一
二
日
夜
の
報
告
は
一
つ
。

舩
田
善
之
「
鉄
門
関
の
南
と
北
：
二
〇
一
九
年
三
月
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
巡
検
記
」
は
、
今
年
三
月
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
た
際
の

史
跡
の
踏
査
報
告
。
ブ
ハ
ラ
・
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
著
名
な
建
築
群
の

ほ
か
、
ブ
ハ
ラ
に
残
る
チ
ャ
ガ
タ
イ
＝
ハ
ン
国
の
バ
ヤ
ン
ク
リ
＝
ハ

ン
の
墓
廟
、
テ
ル
メ
ズ
の
フ
ァ
ィ
ズ
テ
パ
、
カ
ラ
テ
パ
、
カ
ン
ピ
ル

テ
パ
等
の
古
代
遺
構
、
及
び
『
バ
ー
ブ
ル
＝
ナ
ー
マ
』
に
も
登
場
す

一
九
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小
沼

る
ア
フ
シ
ケ
ン
ト
城
塞
遺
跡
な
ど
を
訪
問
。
一
部
の
史
跡
に
つ
い
て

は
、
一
〇
年
前
の
初
訪
時
の
写
真
と
対
照
さ
せ
つ
つ
、
近
年
の
観
光

地
開
発
に
よ
る
景
観
の
変
化
を
示
し
た
。
ま
た
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
か

ら
ト
ハ
リ
ス
タ
ン
へ
抜
け
る
「
鉄
門
関
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
隘
路

も
踏
査
。
谷
の
両
側
に
切
り
立
つ
断
崖
は
ま
さ
に
圧
巻
だ
が
、
南
進

す
る
チ
ン
ギ
ス
＝
カ
ン
本
隊
の
大
軍
が
通
過
し
た
ル
ー
ト
と
し
て
は

手
狭
な
感
が
あ
り
、
あ
る
い
は
他
に
峠
越
え
で
き
る
ル
ー
ト
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
と
い
う
。

　

一
三
日
午
前
の
報
告
は
二
つ
。
坂
本
直
人
「
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土

の
墓
券
と
紙
の
利
用
に
つ
い
て
」
は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
の
二
点

の
墓
券
と
当
地
の
葬
礼
文
書
に
お
け
る
紙
の
利
用
を
検
討
。
ま
ず
、

当
地
の
古
墳
群
の
発
掘
状
況
か
ら
「
異
例
」
と
判
断
で
き
る
二
点
の

墓
券
を
改
め
て
分
析
し
、
そ
れ
ら
が
当
地
の
従
来
の
葬
礼
文
書
と
は

異
な
る
要
素
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
作
成
の
背
景
に
唐
に
よ
る
直
轄

支
配
と
内
地
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
が
あ
る
と
推
定
。
ま
た
、
当
地

の
墓
券
は
紙
で
作
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
他
の
葬
礼
文
書
も

同
様
で
あ
っ
た
。
砂
漠
に
囲
ま
れ
た
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
は
木
は
入
手

し
に
く
く
、
石
も
彫
刻
に
不
適
な
材
質
で
あ
っ
た
が
、
科
学
的
分
析

を
行
っ
た
研
究
に
よ
る
と
当
地
で
紙
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
て
お
り
、
文
書
史
料
か
ら
も
紙
の
生
産
を
担
っ
て
い
た
人
々
の

存
在
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
紙
の
利
用
は
、
被
葬
者
の
体
に
密
着
さ
せ

る
葬
礼
文
書
の
当
地
に
お
け
る
埋
納
方
法
と
も
関
係
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
以
上
が
葬
礼
文
書
に
お
け
る
紙
の
利
用
の
背
景
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
広
範
な
紙
の
利
用
が
当
地
に
お
け
る
墓
葬
文
化
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
久
保
田
和
男
「
元
大
都
の
東
西
南
北
：

北
宋
開
封
・
元
上
都
と
の
比
較
都
城
史
的
研
究
」
は
、
元
大
都
の
都

城
空
間
を
、
北
宋
開
封
や
元
上
都
の
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
で
検
討
。

特
に
政
治
空
間
と
し
て
の
都
城
空
間
の
役
割
を
論
じ
、
皇
城
を
挟
ん

で
向
か
い
合
う
、
南
に
向
か
う
大
都
と
北
に
向
か
う
大
都
の
空
間
的

な
差
異
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
具
体
的
に
は
、
南
側
の
儒
教
的
な
空

間
に
対
し
、
北
側
の
空
間
で
は
上
都
に
往
還
す
る
大
ハ
ン
の
行
列
を

送
迎
す
る
都
民
が
貴
賤
混
淆
す
る
状
況
が
出
現
し
、
そ
れ
を
北
宋
開

封
に
お
け
る
「
与
民
同
楽
」
に
よ
る
政
治
空
間
に
類
す
る
場
と
し
て

捉
え
た
。
ま
た
、
一
三
世
紀
末
に
お
け
る
全
真
教
・
長
春
宮
の
衰
退
、

な
ら
び
に
一
四
世
紀
な
っ
て
か
ら
の
正
一
教
と
東
嶽
廟
の
大
都
で
の

隆
盛
と
い
う
政
治
と
道
教
の
変
化
に
対
応
し
、
大
都
南
城
の
没
落
、

大
都
東
門
外
城
関
廂
へ
の
人
口
増
加
と
い
う
、
大
都
空
間
の
構
造
的

変
遷
の
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
。
そ
れ
は
、
華
北
か
ら
江
南
へ
の

領
域
支
配
拡
大
、
一
二
九
二
年
の
通
恵
河
開
通
な
ど
の
問
題
と
関
連

づ
け
ら
れ
る
と
推
測
し
た
。

　

午
後
の
報
告
は
二
つ
。
長
瀬
篤
音
「
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
サ
マ
ル
カ
ン

ド
政
権
支
配
層
に
よ
る
ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
ー
ル
へ
の
対
応
の
諸
相
」

は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
サ
マ
ル
カ
ン
ド
政
権
の
成
立
過
程
に
注
目
し
、

政
権
の
政
治
・
宗
教
的
空
間
の
再
構
築
を
試
み
る
。
ま
ず
、
ス
ル
タ
ー

一
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第
一
〇
一
巻
　

第
三
号

ン
＝
ア
フ
マ
ド
＝
ミ
ー
ル
ザ
ー
、
ウ
マ
ル
＝
シ
ャ
イ
フ
、
ス
ル
タ
ー

ン
＝
マ
フ
ム
ー
ド
の
三
兄
弟
の
分
封
か
ら
説
き
起
こ
し
、
一
四
六
九

年
に
三
人
が
君
主
と
し
て
鼎
立
し
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
政
権
が
成
立
を

み
る
ま
で
の
経
緯
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
見
人
や
ホ
ー
ジ
ャ
＝
ア
フ
ラ
ー

ル
と
の
関
係
か
ら
整
理
。
次
に
、
三
君
主
の
宮
廷
機
構
を
復
元
し
、

ト
ヴ
ァ
チ
（
軍
務
庁
）
の
み
は
共
通
し
て
有
す
る
が
、
デ
ィ
ー
ワ
ー

ン
（
財
務
庁
）
と
サ
ド
ル
（
宗
務
庁
）
の
い
ず
れ
か
を
欠
い
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
、
理
由
を
考
察
。
例
え
ば
、
ア
フ
マ
ド
の
宮
廷
は

デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
と
サ
ド
ル
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
ホ
ー

ジ
ャ
＝
ア
フ
ラ
ー
ル
の
権
益
・
権
威
を
損
な
わ
な
い
た
め
の
配
慮
の

結
果
で
あ
っ
た
。
一
方
、
マ
フ
ム
ー
ド
は
テ
ル
メ
ズ
の
聖
裔
ハ
ー
ン

ザ
ー
ダ
家
と
強
固
な
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
活
動
を
管
理

す
る
た
め
に
サ
ド
ル
を
置
い
て
い
た
と
い
う
。
ブ
レ
ン
ソ
ド
（
斉
英
）

「
清
代
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
流
民
管
理
：
ハ
ラ
チ
ン
左
翼
旗
を
事
例
と

し
て
」
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
内
モ
ン
ゴ
ル
・
ハ
ラ
チ
ン
左
翼
旗
を

事
例
に
、
本
来
の
所
属
旗
が
、
他
旗
へ
の
逃
亡
者
や
農
業
移
民
（
本

報
告
で
は
「
流
民
」
と
総
称
）
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
た
の
か

を
検
討
。
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
の
分
析
か
ら
、
①
流
民
た
ち
の
所
属
タ

ブ
ナ
ン
に
委
ね
、
所
属
タ
ブ
ナ
ン
或
い
は
彼
ら
に
官
員
を
随
行
さ
せ

て
派
遣
し
、
本
来
の
所
属
旗
へ
送
還
、
②
ザ
サ
ク
衙
門
か
ら
官
員
を

派
遣
し
て
本
来
の
所
属
旗
へ
送
還
、
③
流
民
の
中
か
ら
特
定
の
閑
散

官
員
を
任
命
し
、
送
還
せ
ず
に
移
住
先
で
流
民
を
管
理
、
と
い
う
三

つ
の
管
理
形
態
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合

も
、
当
該
旗
の
所
属
ア
ル
バ
ト
か
ら
ア
ル
バ
（
賦
役
）
の
徴
収
が
最

も
重
要
な
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
が
流
民
管
理
の
動
機
に
な
っ
て
い
た

と
ま
と
め
た
。

　

夜
の
報
告
は
一
つ
。
和
崎
聖
日
「
現
代
中
央
ア
ジ
ア
の
ス
ー
フ
ィ

ズ
ム
の
一
様
相
：
ペ
ル
シ
ア
系
住
民
に
よ
る
病
気
治
療
の
儀
礼
」
は
、

旧
ソ
連
領
中
央
ア
ジ
ア
の
「
僻
地
」
に
住
む
ペ
ル
シ
ア
系
住
民
の
間

に
伝
来
す
る
、
病
気
治
療
を
目
的
と
し
た
「
ジ
ャ
フ
ル
」（jahr

、「
声

高
の
ズ
ィ
ク
ル
」
の
一
種
）
と
呼
ば
れ
る
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
儀
礼
を
、

報
告
者
が
編
集
し
た
「
民
族
誌
映
画
」
か
ら
詳
し
く
紹
介
し
、
そ
の

歴
史
的
・
現
代
的
な
意
味
を
考
察
し
た
。
こ
の
儀
礼
は
、
当
該
地
域

社
会
で
世
襲
の
「
ス
ー
フ
ィ
ー
」
た
る
タ
ジ
ク
人
治
療
者
に
よ
り
独

特
の
呼
吸
法
を
も
っ
て
実
践
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
ア
フ
マ
ド
＝
ヤ

サ
ヴ
ィ
ー
に
よ
る
テ
ュ
ル
ク
語
の
詩
が
謳
わ
れ
る
。
彼
ら
の
姿
は
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
近
代
化
か
ら
あ
る
種
見
放
さ
れ
た
人
々
を
医
療
の
観
点
か

ら
救
う
「
名
医
」
で
あ
り
、
そ
の
治
療
方
法
の
源
泉
に
ア
フ
マ
ド
＝

ヤ
サ
ヴ
ィ
ー
が
位
置
し
て
い
る
と
指
摘
。
中
国
、
な
い
し
「
ウ
イ
グ

ル
」
か
ら
来
た
「
マ
チ
ン
＝
ボ
ボ
」
な
る
人
物
も
治
療
法
の
確
立
に

一
役
買
っ
た
と
い
う
。
結
論
で
は
、
遊
牧
社
会
の
伝
統
と
さ
れ
て
き

た
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
が
、
テ
ュ
ル
ク
系
だ
け
で
な
く
、
ペ
ル
シ
ア
系
の

定
住
社
会
の
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
を

示
唆
し
た
。

一
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一
四
日
午
前
の
報
告
は
二
つ
。
飯
山
知
保
「
一
四
～
二
〇
世
紀
華

北
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
記
憶
：
碑
文
の
再
解
釈
現
象
を
中
心

に
」
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
華
北
で
流
行
し
た
「
先
塋
碑
」
を
は
じ

め
と
す
る
碑
刻
が
、
一
四
世
紀
以
降
い
か
に
し
て
読
み
継
が
れ
、
あ

る
い
は
再
解
釈
さ
れ
た
の
か
に
焦
点
を
当
て
、
タ
ン
グ
ト
・
ウ
イ
グ

ル
な
ど
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

の
か
を
論
じ
た
。
具
体
的
に
は
、
河
南
省
濮
陽
県
楊
什
八
郎
村
楊
氏

と
澠
池
県
北
魚
池
村
劉
氏
の
二
つ
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、
前
者
が
「
タ

ン
グ
ト
（
モ
ン
ゴ
ル
時
代
）」
↓
「
夏
人
（
明
代
）」
↓
「
唐
兀
（
一

八
二
五
年
以
降
）」
↓
「
漢
族
（
民
族
識
別
工
作
）」、
後
者
が
「
ウ
イ

グ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
時
代
）」
↓
「
畏
吾
氏
（
二
〇
世
紀
初
頭
）」
↓
「
維

吾
爾
族
（
民
族
識
別
工
作
）」
と
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
。
こ
れ
を
も

と
に
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
張
・
想
像
・
維
持
の
た
め
の
社
会

的
・
文
化
的
資
源
と
し
て
の
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
記
憶
、
及
び
そ
の
根

拠
と
な
る
碑
刻
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
「
中
国
」
放
棄
以
後
も
、「
民

族
識
別
工
作
」
に
至
る
ま
で
繰
り
返
し
再
利
用
さ
れ
、
現
在
も
新
た

に
再
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。D

avid B
rophy

「W
hite 

M
ountain K

hojas, B
lack M

ountain K
hojas: A

 N
ew

 Look at 
A

n O
ld Q

uestion

」
は
、
一
七
〜
一
九
世
紀
の
タ
リ
ム
盆
地
の
歴
史

を
左
右
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の
指
導
者
一
族
、
い
わ
ゆ
る
カ

シ
ュ
ガ
ル
＝
ホ
ー
ジ
ャ
家
に
つ
い
て
、
史
料
中
の
カ
ラ
タ
ー
グ
リ
ク

と
ア
ク
タ
ー
グ
リ
ク
と
い
う
党
派
が
一
体
な
に
を
指
し
た
の
か
を
再

検
証
。
従
来
、
前
者
は
ホ
ー
ジ
ャ
＝
イ
ス
ハ
ー
ク
を
祖
と
す
る
イ
ス

ハ
ー
キ
ー
ヤ
と
、
後
者
は
ホ
ー
ジ
ャ
＝
ア
ー
フ
ァ
ー
ク
を
祖
と
す
る

ア
ー
フ
ァ
ー
キ
ー
ヤ
と
同
義
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
こ
れ
を
前
提
に

史
料
内
容
や
個
別
事
例
が
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ペ
ル
シ
ア

語
・
テ
ュ
ル
ク
語
の
聖
者
伝
を
子
細
に
検
討
す
る
と
、
本
来
ア
ク
タ
ー

グ
リ
ク
は
ア
ー
フ
ァ
ー
ク
の
長
子
ヤ
フ
ヤ
ー
の
家
系
を
、
そ
し
て
カ

ラ
タ
ー
グ
リ
ク
は
ヤ
フ
ヤ
ー
の
異
母
弟
ハ
サ
ン
の
教
団
分
派
を
指
す

呼
称
で
あ
り
、
前
述
の
ペ
ア
リ
ン
グ
は
歴
史
的
に
生
産
さ
れ
た
誤
解

で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
清
に
よ
っ
て
北
京
に
移

住
さ
せ
ら
れ
た
ア
ー
フ
ァ
ー
ク
の
弟
カ
ラ
ー
マ
ッ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
の
子

孫
ら
も
、
従
来
の
枠
組
み
で
は
ア
ー
フ
ァ
ー
キ
ー
ヤ
に
属
す
る
と
見

な
さ
れ
て
い
た
が
、
む
し
ろ
カ
ラ
タ
ー
グ
リ
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内

で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
。
修
正
し

た
新
た
な
理
解
の
枠
組
み
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
像
の
再
構

築
の
必
要
性
を
述
べ
た
。

　

午
後
の
報
告
は
二
つ
。
長
峰
博
之
「
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ウ
ラ
ル
地
方
の

歴
史
叙
述
に
お
け
る
チ
ン
ギ
ス
家
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
を
め
ぐ
っ
て
」

は
、
一
七
〜
一
九
世
紀
に
執
筆
さ
れ
た
史
書
の
記
述
傾
向
か
ら
浮
か

び
上
が
る
チ
ン
ギ
ス
家
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
を
追
究
。
一
六
〇
二
年
の

カ
シ
モ
フ
＝
ハ
ン
国
史
料
、
カ
ー
デ
ィ
ル
＝
ア
リ
ー
＝
ベ
グ
の
『
集

史
』
で
は
「
チ
ン
ギ
ス
主
義
」
と
い
う
も
の
が
強
く
認
識
さ
れ
て
い

た
が
、
一
七
世
紀
末
の
無
名
氏
『
ダ
フ
タ
リ
＝
チ
ン
ギ
ズ
＝
ナ
ー
マ
』

一
九
九
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第
一
〇
一
巻
　

第
三
号

以
降
、
同
地
方
に
お
け
る
チ
ン
ギ
ス
家
の
支
配
が
終
焉
を
迎
え
る
中

で
「
チ
ン
ギ
ス
主
義
」
は
ゆ
ら
ぎ
始
め
る
と
指
摘
。
以
後
の
『
ブ
ル

ガ
ー
リ
ー
ヤ
史
』
等
の
歴
史
叙
述
に
お
い
て
は
、
チ
ン
ギ
ス
家
と
い

う
存
在
は
テ
ィ
ム
ー
ル
英
雄
譚
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
て
い
く
。
と

こ
ろ
が
、
一
七
四
〇
年
に
ロ
シ
ア
と
ム
ス
リ
ム
の
知
識
人
の
接
触
か

ら
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
に
お
い
て
執
筆
さ
れ
た
『
チ
ン
ギ
ズ
＝
ハ
ン
朝
史
』

を
嚆
矢
に
、
そ
の
後
の
ロ
シ
ア
東
洋
学
の
勃
興
の
な
か
で
チ
ン
ギ
ス

家
の
歴
史
は
「
再
発
見
」
さ
れ
て
い
く
。
一
九
世
紀
後
半
、
そ
う
し

た
成
果
を
利
用
し
て
『
ブ
ル
ガ
ー
リ
ー
ヤ
史
』
へ
の
批
判
も
は
じ
ま

る
が
、
同
時
に
『
ダ
フ
タ
リ
＝
チ
ン
ギ
ズ
＝
ナ
ー
マ
』
の
影
響
力
は

依
然
と
し
て
残
存
し
て
い
た
と
述
べ
た
。
松
下
憲
一
「
拓
跋
部
の
南

下
説
話
再
考
」
は
、
鮮
卑
拓
跋
部
の
発
祥
地
に
つ
い
て
、『
魏
書
』
序

紀
・
烏
洛
侯
国
伝
・
礼
志
お
よ
び
一
九
八
〇
年
の
米
文
平
に
よ
る
石

室
（
嘎
仙
洞
）
の
発
見
に
よ
り
、
石
室
の
所
在
地
で
あ
る
大
興
安
嶺

北
側
が
拓
跋
部
の
発
祥
地
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
南
下
し
て
内
蒙
古
南

部
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
本
報
告
で
は
、
吉
本
道
雅
氏
の
研

究
を
も
と
に
再
度
序
紀
の
史
料
源
を
検
討
し
、
序
紀
は
黄
帝
の
子
孫

と
い
う
中
華
の
正
統
性
と
大
鮮
卑
山
に
住
み
匈
奴
故
地
を
支
配
し
た

と
い
う
北
族
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
、『
竹
書
紀
年
』『
山
海
経
』

『
史
記
』『
三
国
志
』
等
を
利
用
し
道
武
帝
期
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
烏
洛
侯
国
に
よ
る
国
家
先
帝

の
旧
墟
の
情
報
は
、
北
魏
の
先
祖
が
北
方
の
大
鮮
卑
山
に
い
た
こ
と

を
裏
付
け
る
こ
と
か
ら
太
武
帝
に
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
。

よ
っ
て
『
魏
書
』
序
紀
の
描
く
大
鮮
卑
山
か
ら
の
南
下
は
北
魏
に
な
っ

て
か
ら
創
作
さ
れ
た
歴
史
認
識
で
あ
り
、
拓
跋
部
の
発
祥
地
を
確
定

す
る
も
の
で
は
な
い
と
断
じ
た
。

　

一
四
日
夜
の
報
告
は
一
つ
。
銭
穎
「Long Live the N

ation: 
E

thnographic D
ocum

entary in C
hina, 1940-60

」
は
、
近
年

盛
ん
に
議
論
さ
れ
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
文
脈
で
「
内
部
東
方

主
義
」（internal orientalism

）
と
も
批
判
さ
れ
る
、
中
国
に
お
け
る

「
少
数
民
族
」
の
描
写
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
民
族
誌
／
宣
伝
映
画
」

（Ethnographic/Propaganda cinem
a

）
を
題
材
に
分
析
。
先
行
研
究

と
分
析
視
角
を
解
説
し
た
後
、
ま
ず
一
九
五
八
〜
六
六
年
の
期
間
に

中
華
人
民
共
和
国
政
府
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
、
人
類
学
者
の
指
導
の

も
と
で
作
成
さ
れ
た
「
中
国
少
数
民
族
社
会
歴
史
科
学
紀
録
影
片
」

か
ら
、「
カ
ワ
人
」（
一
九
五
八
）
と
「
四シ
ー
サ
ン双
版パ
ン

納ナ

タ
イ
族
の
農
奴
社

会
」（
一
九
六
二
）
を
紹
介
。
作
成
に
関
与
し
た
撮
影
者
、
地
方
幹

部
、
民
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
「
中
央
政
府
に
見
て
ほ
し
い
も
の
は
何

か
」
と
い
う
意
図
の
も
と
、
出
演
者
た
る
村
人
を
組
織
・
動
員
し
、

原
始
共
産
社
会
を
演
じ
さ
せ
た
り
、
在
り
し
日
の
王
国
の
姿
を
再
現

さ
せ
た
り
し
た
と
い
う
。
続
い
て
、
重
慶
国
民
政
府
の
指
示
を
受
け

て
鄭
君
里
が
監
督
し
た
、
民
族
団
結
を
宣
伝
す
る
中
国
初
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
民
族
萬
歳
」（
一
九
四
一
）
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
族

と
モ
ン
ゴ
ル
族
の
パ
ー
ト
を
上
映
。「
抗
日
戦
争
」
を
展
開
す
る
国
民

二
〇
〇
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小
沼

党
へ
協
力
を
惜
し
ま
な
い
諸
民
族
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ

は
国
民
党
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
「
五
族
共
和
」
の
理
想
を
投
影
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
か
ら
は
、
描

写
・
表
象
を
こ
え
て
、
多
様
な
要
素
の
邂
逅
・
対
立
・
協
力
の
あ
り

方
を
析
出
で
き
る
と
主
張
し
た
。

　

一
五
日
は
朝
食
後
に
解
散
し
た
。

　

冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今
回
は
分
野
・
地
域
・
時
代
の
バ
ラ

ン
ス
が
よ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
を
通
じ
て
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
般

を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
そ
の
分
野
で
は
ほ
ぼ
定
説
化

し
て
い
た
内
容
を
覆
す
報
告
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
」「
授
業
内
容
の
修
正
が
必
要
」
と
い
う
声
も
上
が
る
ほ
ど
だ
っ

た
。
民
族
誌
と
映
像
を
鍵
と
す
る
二
つ
の
報
告
は
、
と
も
に
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
、
刺
激
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
新
疆
研
究
を
め

ぐ
る
昨
今
の
厳
し
い
状
況
に
対
す
る
憂
慮
の
声
も
聞
か
れ
た
。
様
々

な
意
味
で
、
研
究
の
新
た
な
方
向
性
を
模
索
す
る
必
要
性
を
考
え
さ

せ
ら
れ
た
回
で
あ
っ
た
。
な
お
、
今
回
を
も
っ
て
杉
山
清
彦
が
世
話

人
を
退
任
し
た
。
実
に
一
四
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
世
話
人
を
務
め

ら
れ
、
献
身
的
に
運
営
を
支
え
て
き
た
尽
力
に
対
し
、
こ
の
場
を
借

り
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

来
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
祝
日

の
変
動
を
考
慮
し
、
期
間
を
二
泊
三
日
（
金
〜
日
）
に
短
縮
し
て
、

七
月
の
第
二
週
或
い
は
第
三
週
に
（
調
整
中
）、
同
じ
く
藤
屋
旅
館
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
新
た
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
野

尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ
事
務
局
（altai.khuriltai@

gm
ail.com

）
ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
き
た
い
。

（
東
北
学
院
大
学
文
学
部
・
教
授
）

二
〇
一
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